


資源循環促進フォーラム 開催報告
（奨学金事業付随事業）
フォーラム開催概要
公益財団法人T.O環境財団は、
奨学金事業の付随事業として、資源循環促進フォーラム
「マシンガンズ滝沢と学ぶ！分別の新しいカタチ
～地産地消でつなぐ、愛あるプラスチック～」
を開催しました。
本フォーラムは、
地域社会における環境意識の向上と、
持続可能な資源循環の理解促進を目的として実施したものです
· 開催日：2026年5月29日（金）
· 会　場：松山市民会館 中ホール
· 主　催：公益財団法人T.O環境財団
· 後　援：環境省、南海放送、愛媛朝日テレビ
· 参加費：無料

開催の趣旨
当財団の奨学金事業は、
学ぶ意志を持つ若者が、経済的な事情に左右されることなく、
安心して学業に専念できる環境を支えることを目的としています。
奨学金は、一時的な支援ではなく、
社会を支える人材が育つ過程に一定期間向き合う公益事業です。
一方で、環境・資源循環の分野もまた、
短期的な成果ではなく、
人材の育成や社会的理解の積み重ねによって支えられています。
本フォーラムは、
こうした奨学金事業の理念を社会全体と共有する場として、
「環境を支える仕事」と「次世代を育てる学び」の関連性を、
分かりやすく発信することを目的に開催しました。

フォーラム内容
特別講演
フォーラムでは、
お笑い芸人として活動しながら清掃員としても勤務する
マシンガンズ 滝沢秀一氏（環境省 サステナビリティ広報大使）を迎え、
「実はすごい！ごみの話」をテーマに、
家庭での分別の重要性や、
分別ミスが引き起こすリスクなどについて、
ユーモアを交えながら分かりやすく解説いただきました。
技術解説・トークセッション
続くプログラムでは、
地元リサイクル事業者による技術解説として、
プラスチックの高度リサイクル技術や、
地域で資源循環を完結させる取り組みが紹介されました。
その後のトークセッション
「持続可能な社会を創るリサイクル技術と、私たちにできること」では、
登壇者それぞれの実務経験を踏まえながら、
環境分野における人材育成の重要性や、
市民一人ひとりの行動が資源循環を支えていることについて議論が行われました。

奨学金事業とのつながり
本フォーラムは、
奨学金事業を通じて「学び」を支える取り組みと、
環境分野を通じて「社会」を支える取り組みを、
一体として捉える試みでもありました。
環境やインフラは、一朝一夕で成り立つものではなく、
それを担う人材が育ち、地域に根を張ってこそ持続していきます。
奨学金事業によって次世代の学びを支え、
フォーラムを通じて社会全体の理解と関心を高めることは、
環境分野をはじめとする社会基盤を支える人材育成において、
相互に補完し合う取り組みであると考えています。

当財団の姿勢
公益財団法人T.O環境財団は、
公益法人としての責任と透明性を重視し、
理事会・評議員会による独立した意思決定のもとで、
奨学金事業および付随事業を運営しています。
奨学金事業と本フォーラムを通じて、
社会を支える仕事と、次世代を育てる学びが緩やかにつながる循環を、
今後も着実に育んでいきたいと考えています。



